
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ

り
、
保
護
者
の
皆
様
を
招
い
て
の
入
学
式

は
挙
行
で
き
ず
、口
惜
し
い
こ
と
で
し
た
。

4
月
8
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
前
日
ま
で
に
終
え
て
お

り
、全
員
に
Ｉ
Ｄ
を
付
与
で
き
た
こ
と
で
、

M
anaba

な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
の
遠
隔
授
業
と
な
り
ま
し
た
が
、
学
年

暦
を
予
定
通
り
に
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

遠
隔
授
業
は
学
生
・
教
員
共
に
大
変
な

負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
保

護
者
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
宣
言
に
基
づ

く
自
粛
で
多
大
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
学
で
は
、
経
済
的
困
難
に
陥
る
学
生

に
、
政
府
の
施
策
、
後
援
会
の
協
力
を
含

む
学
園
独
自
の
支
援
策
を
設
け
て
き
め
細

か
く
対
応
し
、
経
済
的
理
由
で
の
学
業
断

念
を
防
ぐ
手
立
て
を
講
じ
ま
し
た
。

学
生
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
い
て
の
対
面

授
業
は
6
月
1
日
か
ら
５
週
間
実
施
で
き

ま
し
た
。
五
感
を
通
じ
て
の
対
面
授
業
が

教
育
活
動
の
基
本
と
考
え
、
文
科
省
等
と

協
議
し
な
が
ら
、感
染
対
策
を
行
い
、ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ
ー
を
避
け
て
の
登
校
、
３
密
を

避
け
る
た
め
の
教
室
変
更
、
座
席
指
定
な

ど
の
工
夫
に
よ
る
対
面
授
業
で
、
新
入
生

も
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気
や
講
義
、
ゼ
ミ

な
ど
を
経
験
で
き
た
と
考
え
ま
す
。
残
念

な
が
ら
、
7
月
初
め
に
学
生
1
名
に
感
染

者
が
で
た
た
め
に
再
度
、
遠
隔
授
業
に
戻

し
ま
し
た
が
、
夏
季
休
暇
が
全
く
な
い
大

学
も
少
な
く
な
い
中
で
、
春
学
期
の
学
年

暦
を
１
週
間
の
繰
延
だ
け
で
終
了
で
き
た

こ
と
は
幸
い
で
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が

終
息
し
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が

本
学
は
、
対
面
授
業
を
基
本
軸
に
据
え
、

遠
隔
授
業
を
混
え
な
が
ら
秋
学
期
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

学
生
、
教
職
員
の
安
全
・
健
康
を
第
一

に
考
え
な
が
ら
、
計
画
通
り
の
教
育
効
果

を
上
げ
る
工
夫
を
実
直
に
継
続
す
る
所
存

で
す
。
保
護
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
教
育
後

援
会
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
、
通
常
の
総

会
開
催
が
で
き
ず
役
員
会
に
お
い
て
、
書

面
で
の
決
議
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
会
長
と
し
て
皆
様
と
共
に
、

学
生
と
大
学
の
支
援
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
、
何
が
で
き
る
の
か

悩
む
日
々
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
学
と

一
体
と
な
っ
て
学
生
支
援
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
生
活
は
一

変
し
ま
し
た
。
大
学
の
授
業
も
長
期
の
遠

隔
授
業
・
自
宅
学
習
等
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

教
員
の
皆
様
も
、
学
生
も
慣
れ
な
い
環
境

の
中
で
の
授
業
の
推
進
は
大
変
な
ご
苦
労

で
あ
る
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
学
生
の

皆
さ
ん
も
大
き
な
節
目
と
な
る
儀
式
や
楽

し
み
で
あ
ろ
う
行
事
や
活
動
も
制
限
さ
れ

る
中
、
今
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
歴
史
に
残
る

困
難
な
時
だ
か
ら
こ
そ
将
来
を
見
据
え
、

夢
に
向
か
っ
て
自
分
を
磨
き
続
け
て
下
さ

い
。
教
育
後
援
会
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
の

夢
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
皆
様
と
大
学
の
連
携

を
図
り
交
流
を
深
め
る
た
め
、
本
学
・
高

松
市
・
和
歌
山
市
・
那
覇
市
に
て
、
開
催

し
て
お
り
ま
し
た
教
育
後
援
会
も
残
念
で

す
が
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
後
援
会
は
、
大
学
と
連
携
を
緊
密

に
し
、
在
学
生
の
学
業
及
び
キ
ャ
リ
ア
形

成
へ
の
支
援
、
さ
ら
に
大
学
の
教
育
振
興

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
17
年
に

設
立
さ
れ
、
以
来
、
保
護
者
の
皆
様
と
大

学
と
の
架
け
橋
と
な
り
、
将
来
を
担
う
人

材
育
成
の
一
翼
を
担
う
べ
く
活
動
を
推
進

し
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
在
学
生

の
進
路
へ
の
支
援
、
福
利
厚
生
の
支
援
、

自
然
災
害
時
の
緊
急
支
援
に
加
え
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
影

響
も
含
め
た
家
計
急
変
時
の
奨
学
給
付
金

等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
ご
理

解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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No.16

歴
史
に
残
る
困
難
を
乗
り
越
え
、豊
か
な
人
材
育
成
へ
の
支
援
を

教
育
後
援
会
　
会
　
長
　
森
島 

研
次  

コ
ロ
ナ
に
向
き
合
い
、
教
育
・
学
修
を
遂
行

　
　
関
西
福
祉
科
学
大
学
　
学
　
長
　
八
田 

武
志  
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1
．
学
生
の
学
業
お
よ
び
課
外
活
動
へ
の
助
成

　

⑴
褒
章
事
業

　
　
　

①
学
業
優
秀
者
表
彰

　
　
　

②
学
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
奨
励
賞

　
　
　

③
社
会
貢
献
活
動
表
彰
等

　

⑵
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
等
強
化
・
育
成
事
業

　

⑶
学
友
会
活
動
の
助
成
・
支
援
事
業

　

⑷
図
書
館
事
業
に
係
る
助
成

　

⑸
海
外
研
修
制
度
の
助
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2
．
学
生
の
進
路
指
導
へ
の
助
成

　

⑴
資
格
取
得
に
向
け
た
学
習
活
動
へ
の
助
成

　

⑵
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
係
る
自
己
啓
発
へ
の
助
成
事
業

　

⑶
就
職
活
動
に
係
る
支
援
事
業

3
．
学
生
の
福
利
厚
生
を
支
援
す
る
た
め
の
事
業

　

⑴
学
内
に
お
け
る
緊
急
的
な
病
気
・
ケ
ガ
等
に
対
す
る
助
成

　

⑵
学
生
総
合
保
険
の
内
容
充
実
支
援

　

⑶
学
生
の
健
康
管
理
助
成

　

⑷
施
設
・
備
品
等
の
充
実
助
成

　

⑸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
特
別
費
用
を
計
上

4
．
自
然
災
害
等
に
よ
る
学
生
の
家
計
急
変
に
対
す
る
支
援
事
業

　

⑴
家
計
急
変
に
よ
る
生
活
困
窮
学
生
へ
の
奨
学
金
制
度

　

⑵�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
家
計
急
変
対
策
と
し
て
特
別

費
用
を
計
上

　

⑶
災
害
救
助
法
適
用
地
域
の
学
生
支
援
制
度

5
．
本
学
と
会
員
相
互
の
連
携
を
図
る
事
業

　

⑴
教
育
後
援
会
総
会
の
開
催

　

⑵
教
育
懇
談
会
の
開
催
（
本
学
及
び
地
方
に
て
開
催
）

　

⑶
教
育
後
援
会
広
報
誌
の
発
行

　

⑷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充
実

6
．
そ
の
他
本
会
が
必
要
と
認
め
た
事
業

　

⑴
地
域
社
会
連
携
事
業
へ
の
支
援
及
び
助
成

　

⑵
教
員
の
学
術
・
教
育
研
究
及
び
職
員
の
研
修
に
係
る
助
成

　

⑶
同
窓
会
と
の
相
互
連
携
に
係
る
事
業

今
年
度
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
役
員
会
に
お
い
て
の

書
面
会
議
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
６
月
下
旬
に
各
議
案
の
承
認
事
項
に
つ
い
て

報
告
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。
報
告
後
、
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
予
算
な

ら
び
に
事
業
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

関
西
福
祉
科
学
大
学
教
育
後
援
会

令
和
２
年
度　

事　

業　

計　

画

関西福祉科学大学教育後援会  令和 2 年度事業予算
〔 自　令和2年4月1日     至  令和3年3月31日〕

予算額 摘　　　　　要
繰　　越　　金 46,865,836
年　　会　　費 51,000,000 @20,000 円× 2,550 名
賛助会員　会費 300,000
雑　　収　　入 0
合　　　　　計 98,165,836

事　　業　　科　　目 予算額 摘　　　　　要項　　　目 項目詳細

事

業

費

助成事業 課外活動助成費 クラブ活動助成費 3,500,000 公式試合参加登録費・交通費・練習会場使用料・用具等
学友会活動助成費 3,900,000 リーダーズキャンプ・大学祭・卒業記念パーティー等
奨励助成 800,000 成績最優秀者、卒業論文・研究優秀者等

福利厚生助成費 保健管理 250,000 医療機器等
学生病気・災害支援 400,000 学生傷病給付、災害支援
学生災害保険支援 970,000 学生教育研究賠償責任保険加入
学生啓発支援 500,000 学生啓発セミナー・ハンドブック等

学習・教育活動助成費 資格取得支援 18,270,000 各種国家試験対策等
教育研究助成 1,300,000 職員研修等
図書館事業助成 1,090,000 図書寄贈、図書紹介文コンテスト、利用ガイド等

就職支援助成費 15,661,000 就職準備・公務員・教員採用試験対策、就職ハンドブック等
国際交流助成費 海外研修（留学）助成 425,000 海外研修（留学）助成、引率者海外旅行保険
施設備品充実助成費 4,000,000 学生ホール緑化､施設・備品拡充　コロナ対策

事業 総会開催費 1,600,000 総会開催費用（通信費・印刷代・講師料等）
広報誌発行費 800,000 保護者向け広報誌「感恩のこころ」、ホームページ
教育懇談会実施費 2,300,000 教育懇談会（本学・地方）開催助成
奨学金事業 4,000,000 奨学金給付　コロナ対策
卒業・入学記念費 2,232,000 卒業記念品代（卒業アルバム）

運営費 役員会運営費 150,000 役員会・運営委員会開催費用、交通費等
人件費 500,000 事務代行費
印刷 ( 製本費 ) 300,000 封筒代等
通信費 100,000 郵送代等
備品費 600,000 証書ファイル等
雑費 150,000 慶弔費、各種振込手数料等

引当積立金 記念事業積立金 1,000,000 記念事業積立金
予備費 500,000

　　　　　　　　　　　　小　　　　　　　　　　　計 65,298,000
次年度繰越金 32,867,836
　　　　　　　　　　　　合　　　　　　　　　　　計 98,165,836

［支出の部］ （単位：円）

（単位：円）［収入の部］
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社
会
福
祉
学
科
の
学
生
を
中
心
と
し
た
福

科
大
オ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
旧
名
：
バ

リ
デ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
学
園
か

ら
認
め
ら
れ
た
地
域
連
携
公
認
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
発
足
し
て
6
年
以
上
が
経
ち
ま
す
。
認

知
症
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た

様
々
な
地
域
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
回

は
、
学
生
が
発
案
し
た
自
転
車
タ
ク
シ
ー
送

迎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
通
称
：
輪
タ
ク
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
を
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が
気
軽
に
立
ち

寄
り
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
作

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
認
知
症
カ
フ
ェ
を
学

生
が
主
体
と
な
り
、
継
続
的
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
心
身
機
能
の
低
下

に
よ
っ
て
、
認
知
症
カ
フ
ェ
に
行
く
こ
と
を

諦
め
て
い
る
高
齢
者
の
存
在
を
知
り
、「
自

転
車
と
い
う
学
生
に

と
っ
て
身
近
な
乗
り

物
を
使
っ
て
、
認
知

症
カ
フ
ェ
ま
で
送
迎

し
よ
う
！
」
と
決
意

し
ま
し
た
。
送
迎
が

で
き
る
車
両
を
探
し

た
と
こ
ろ
、
後
部
に

二
人
乗
車
が
可
能
な

ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
と
い

う
三
輪
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
を
発
見
し
、

先
日
取
り
扱
っ
て
い
る
事
業
所
へ
見
学
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
自
動
車
よ
り
も
街
並
み

を
ゆ
っ
く
り
と
眺
め
な
が
ら
移
動
で
き
、
外

出
の
楽
し
み
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。
ベ
ロ
タ
ク
シ
ー
車
両
購
入
の

資
金
調
達
の
た
め
、
10
月
上
旬
よ
り
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。
学
生
に
と
っ
て
は
地
域
課
題
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
繋
が
り
を

実
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。

社
会
福
祉
学
科

心
理
学
は
、
人
が
環
境
に
適
応
で
き
る
よ

う
に
行
動
を
変
容
す
る
プ
ロ
セ
ス
や
ル
ー
ル

を
探
求
す
る
学
問
分
野
で
す
。
時
に
は
人
の

行
動
様
式
を
変
え
る
よ
う
仕
掛
け
て
、
幸
福

へ
と
導
く
役
目
を
果
た
し
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
今
般
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
」

は
、
人
々
に
大
き
な
行
動
の
変
容
を
課
し
ま

し
た
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
「
自
粛
行

動
」
は
、
瞬
く
間
に
国
民
の
間
に
浸
透
し
ま

し
た
。
心
理
科
学
部
生
も
然
り
。

私
は
常
々
、
同
級
生
と
仲
良
く
、
他
学
部

生
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
イ
ベ

ン
ト
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
い
つ
で
も
教

員
の
部
屋
を
ノ
ッ
ク
し
な
さ
い
と
言
い
続
け

て
き
ま
し
た
。
学
生
に
は
人
と
の
密
接
な
交

流
を
奨
め
導
い
て
い
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
4
月
以
降
、
コ
ロ
ナ
禍
の
遠
隔
授

業
導
入
が
決
ま
り
ま
す
。
学
生
は
自
宅
で
パ

ソ
コ
ン
に
向
か
い
、
ス
マ
ホ
の
画
面
に
写
る

教
師
と
の
交
流
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。
他
者

と
直
接
交
流
は
2
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
、
マ
ス

ク
か
け
て
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
と
180

度
違
う
行
動
へ
の
変
容
が
求
め
ら
れ
た
の
で

す
。悪

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
世
代
の
若
者
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
っ

て
リ
モ
ー
ト
懇
親
会
で
盛
り
上
が
る
術
を
身

に
つ
け
ま
し
た
。
就
活
に
使
わ
れ
始
め
た
リ

モ
ー
ト
面
接
に
も
対
応
し
ま
す
。
た
だ
問
題

は
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
面
接
場
面
の
ド
レ
ス

コ
ー
ド
に
は
無
知
で
、
敬
語
の
使
い
か
た
は

未
熟
で
す
。
教
員
は
今
こ
そ
、
ポ
ス
ト
・
コ

ロ
ナ
時
代
の
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
社
会
に
適
応

す
る
教
育
指
針
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

心
理
科
学
と
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
戦
略

心
理
科
学
部
　
学
部
長
　
山
田 

冨
美
雄

輪
タ
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

柏
原
市
の
高
齢
者
福
祉
に
貢
献
し
ま
す

心
理
科
学
科

感染拡大予防に配慮した授業の風景。座席間の空間を充分にとって開講。
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健
康
科
学
科

健
康
科
学
科
で
は
従
来
か
ら
ゼ
ミ
（
Ａ
Ａ
）

で
の
面
談
や
履
修
指
導
を
通
じ
て
学
生
の
進

路
相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
積
極
的
に
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
っ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
授
業
の
実
施
な
ど
、
新
た
な
大
学
生

活
を
む
か
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
大
学
構
内
で
の
対
面
指
導
が
制
限
さ

れ
る
中
で
あ
っ
て
も
学
生
の
就
職
サ
ポ
ー
ト

を
十
分
に
で
き
る
よ
う
に
、
健
康
科
学
科
で

は
遠
隔
で
の
進
路
指
導
・
相
談
の
実
施
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

養
護
教
諭
を
希
望
す
る
学
生
に
は
、
各
都

道
府
県
で
養
護
教
諭
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

同
窓
生
に
採
用
試
験
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
遠
隔
で
の
指
導
を
実
施
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
教
員
も
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
等
の
ツ
ー

ル
を
用
い
て
個
別
面
接
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
写
真
は
面
接
指
導
の
様
子
で
す
。
ま
た
、

一
般
企
業
・
施
設
・
病
院
な
ど
を
希
望
す
る

学
生
に
は
、
本
学
の
ｅ
︱
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
（
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｂ
ａ
）
を
用
い
て
学
科
教

員
が
自
己
分
析
や
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

添
削
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
個
別
に
行
い
、
希
望

す
る
学
生
に
は
遠
隔
で
の
面
接
指
導
や
進
路

相
談
を
実
施
で
き
る
体
制
も
整
備
し
て
い
ま

す
。採

用
試
験
、
就
職
活
動
で
学
生
そ
れ
ぞ
れ

が
持
て
る
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
丁
寧
な
サ

ポ
ー
ト
を
学
科
教
員
全
員
で
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
採
用
試
験
対
策
・

就
職
活
動
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

感
染
拡
大
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
合
格
を
目
指
し
て
!!

福
祉
栄
養
学
科

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
は
日
常

を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
当
た
り
前
だ
っ
た
教

室
で
の
授
業
は
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
リ
モ
ー
ト

の
講
義
に
変
わ
り
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
友
達
と
の
会
話
、
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
で
の
ラ

ン
チ
と
い
っ
た
日
常
風
景
は
今
と
な
っ
て
は

愛
お
し
く
も
思
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
変
え
よ
う
の
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
管
理
栄
養
士
国
家

試
験
合
格
」、
こ
れ
は
福
祉
栄
養
学
科
の
4

年
に
と
っ
て
は
、
待
っ
た
な
し
の
目
標
な
の

で
す
。
例
年
は
、
学
内
で
の
模
擬
試
験
や
対

策
講
座
な
ど
を
通
し
て
、
学
生
を
支
援
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
い
ま
ま
で
の
よ
う
に

は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
の
困
難

な
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、

様
々
な
新
し
い

取
り
組
み
に
よ

り
対
面
で
授
業

を
受
け
ら
れ
な

い
4
年
生
を
支

援
し
て
い
ま

す
。
情
報
通
信

技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

を
活
用
し
た
、
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
模
擬
試
験

は
8
月
末
ま
で
に
6
回
に
上
り
ま
す
。
模
擬

試
験
解
説
も
リ
モ
ー
ト
で
行
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
リ
モ
ー
ト
で
解
答
で
き
る
課
題
も
定

期
的
に
出
し
て
き
ま
し
た
。
模
擬
試
験
や
課

題
の
成
績
は
集
計
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
指
導
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

第
35
回
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
受
験
日

は
、
令
和
3
年
2
月
28
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
日
ま
で
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
困

難
な
状
況
に
立
ち
向
か
う
4
年
生
を
精
一
杯

応
援
し
て
い
ま
す
。

リモート解説の現場
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教
育
学
科

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
発
達
支
援
教
育
専

攻
の
野
田
文
子
教
授
が
実
施
し
た
「
手
作
り

マ
ス
ク
」
を
作
成
す
る
授
業
で
す
。
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
遠
隔
授

業
期
間
中
に
、
2
年
生
を
対
象
に
し
た
小
学

校
の
家
庭
科
の
授
業
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
家
庭
科
の
授
業
で
は
、
フ
ェ
ル
ト

を
使
っ
た
小
物
な
ど
を
製
作
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
回
は
時
世
を
反
映
し
た
課
題
に
な
り

ま
し
た
。
学
生
の
自
宅
に
材
料
を
郵
送
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
作
り
方
の
指
導
を
さ

れ
る
等
、
遠
隔
授
業
な
ら
で
は
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
完

成
し
た
手
作
り
マ
ス
ク
を
写
真
で
撮
影
し
て

提
出
し
ま
す
。
一
人
一
人
の
個
性
が
出
る
手

作
り
マ
ス
ク
は
、
学
生
た
ち
に
も
新
鮮
な
課

題
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

手
作
り
マ
ス
ク
は
小
学
校
教
師
に
必
要
な

手
縫
い
技
術
が
す
べ
て
含
ま
れ
た
教
材
で

す
。
小
学
校
の
家
庭
科
を
指
導
す
る
基
本
的

な
技
術
が
身
に
つ
く
だ
け
で
な
く
、
一
度
作

成
方
法
を
覚
え
て
し
ま
え
ば
日
常
生
活
で
生

か
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
、
大
学
で

の
学
び
が
日
々
の
生
活
に
も
生
き
る
実
践
的

な
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

手
作
り
マ
ス
ク
を
つ
く
ろ
う

就
職
説
明
会
を
ラ
イ
ブ
配
信
型
で

開
催
致
し
ま
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

本
学
部
で
は
、
臨
床
教
育
に
対
す
る
量
・

質
両
面
の
充
実
と
学
内
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
実
習
施
設
で
あ
る
近
隣
の
病
院
等

と
「
特
定
研
修
施
設
制
度
」
と
い
う
契
約
を

交
わ
し
て
い
ま
す
。
例
年
8
月
に
、
特
定
研

修
施
設
の
就
職
説
明
会
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
が
全
国
的
に
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
合
計
140
名
の
学
生
が
在
籍

し
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は

例
年
通
り
の
就
職
説
明
会
が
困
難
な
状
況
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
だ
か

ら
こ
そ
、
学
生
の
就
職
を
し
っ
か
り
と
支
援

す
る
た
め
、M

icrosoft�T
eam
s

を
用
い
た

ラ
イ
ブ
配
信
型
の
就
職
説
明
会
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
ま
し

た
。
教
員
は
、
初

め
て
就
職
説
明

会
を
ラ
イ
ブ
配

信
型
で
開
催
す

る
た
め
、
事
前

にT
eam
s

の
使

用
に
関
す
る
確
認

作
業
や
、
施
設
担

当
者
と
の
打
ち
合

わ
せ
を
手
探
り
で

行
っ
て
き
ま
し

た
。説

明
会
で
は
、
学
生
が
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

で
施
設
か
ら
の
ラ
イ
ブ
配
信
を
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
学
生
は
説
明
を

聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
施
設
担
当
者
と
直
接

会
話
を
す
る
こ
と
も
で
き
、
積
極
的
に
質
問

を
し
て
い
ま
し
た
。
今
回
、
多
く
の
特
定
研

修
施
設
に
ご
参
加
頂
き
、
今
年
度
の
就
職
説

明
会
を
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
無
く
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
就
職
説
明
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
学
生
が
希
望
す
る
病
院
・
施
設
へ

就
職
で
き
る
よ
う
に
、
全
力
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特定研修施設先から配信している施設担当者の様子

本学から配信している施設担当者の様子
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福祉栄養学科

心理科学科 ( 臨床心理学科含む )

健康科学科

社会福祉学科

就職決定者の業種内訳

大学全体 社会福祉学科 心理科学科
（臨床心理学科含む） 健康科学科 福祉栄養学科 リハビリテーション学科 教育学科

卒 業 者 数 574 164 93 71 72 102 72
就職希望者数 531 156 71 67 72 96 69
就 職 者 数 514 148 67 66 72 95 66
就 職 率 96.8% 94.9% 94.4% 98.5% 100.0% 99.0% 95.7%
進 学 者 数 16 2 10 2 0 0 2

リハビリテーション学科（作業療法学専攻）リハビリテーション学科（理学療法学専攻）

　令和元年度卒業生の就職状況につきましてご報告致します。
　大学全体の就職率（就職希望者に占める就職者の割合）は 96.8％となりました。
　学科別では、社会福祉学科 94.9％、心理科学科（臨床心理学科含む）94.4％、健康科学科 98.5％、福
祉栄養学科 100.0％、リハビリテーション学科 99.0％、教育学科 95.7％となっております。令和元年度
も多くの卒業生が、学科での学びを活かすことのできる就職先に就くことができました。
　また、卒業生全体に占める就職者の割合は、全国平均が 76.5％（※ 1）なのに対し 89.5％と 13 ポイント
も上回っており、本学の就職率の強さが表れる結果となっています。

※1）文部科学省大学等卒業者の就職状況調査（令和2年6月12日）より

令和元年度　就職状況について
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学生向け公報誌「福科大通信」がデジタルになりました!

受験者 合格者 合格率
本 学 39 名 39 名 100.0%
全 国

（うち新卒）
6,352 名

（4,795 名）
5,548 名

（4,515 名）
87.3％

（94.2％）

作業療法士国家試験 （R2.2.23・25 実施）

受験者 合格者 合格率
本 学 45 名 45 名 100.0%
全 国 15,943 名 9,874 名 61.9%

管理栄養士国家試験 （R2.3.1実施）

国家試験合格状況

受験者 合格者 合格率
本 学 53 名 50 名 94.3%
全 国

（うち新卒）
12,283 名

（10,749 名）
10,608 名

（10,019 名）
86.4％

（93.2％）

理学療法士国家試験 （R2.2.23・25 実施）

受験者 合格者 合格率
本 学 22 名 14 名 63.6%
全 国 2,486 名 1,626 名 65.4%

言語聴覚士国家試験 （R2.2.15 実施）

社会福祉士 74名合格（全国192大学中9位）

精神保健福祉士 13名合格（全国85大学中28位）

社会福祉士・精神保健福祉士国家試験
（R2. 2.1・2 実施）

例年、保護者様には感恩のこころと一緒にお送りさせていただいておりました「福科大通信」が 23 号
（2020 年 4 月発行）からデジタル配信になりました。

紙媒体の広報誌からデジタル媒体の広報誌へと移行したため、今回は準備が追い付かず、ご案内できて
おりませんが、いずれは保護者様にもご覧いただけるよう配信方法を検討中でございますので、ご理解の
ほど宜しくお願い申し上げます。

教育学科（発達支援教育専攻）教育学科（子ども教育専攻）

リハビリテーション学科（言語聴覚学専攻）
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第16号　令和２年11月発行

学園 2号館 1F事務センター横に
就職支援コーナーがオープンしました

就職に関わる各種資料が取り揃えられた「就職資料スペース」と

資料を閲覧したり各種相談、休憩などができる「就職支援スペース」

の２つのスペースで構成されています。

「就職資料スペース」では今まで構内数ヵ所に分散していた求人票、

就職関連図書やその他関連資料が 1 ヵ所の資料コーナーとしてまと

められ、利便性向上が図られています。

「就職支援スペース」では就職相談などを行う相談室がガラス張り

のオープンな雰囲気の部屋など４部屋設置されました。白く明るい

壁紙が使用された作りとなっており、今後増えると思われる WEB

面接などでも使用する事ができるようになっています。合わせて

オープンスペースに机が設置され、資料などをゆっくり閲覧したり、

休憩したりする事ができるようになっています。将来的にはコピー

機も設置される予定です。

コロナ禍の下、先行きがあ

まり明るいとは言えない就職

環境ですが、今まで以上にこ

のコーナーを拠点として学生

の皆さんの就職サポートを

行っていきます。就活ではも

ちろん、ちょっとした自習な

どにも利用できますので、ぜ

ひ一度足を運んでいただきた

く思います。
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